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我々は成熟皐丸を用いての精原細胞からの分化を in vitro で解析するためにマウスの cryptorchid
testis を用いた。これは大部分の日甫乳類の精子形成過程が正常腹腔肉体温では阻害を受けるので，温
度の低い陰のうから温度の高い腹腔内に皐丸を子術的に停留することにより精子形成細胞については
最も未分化な type A 精原細胞のみの均ーな細胞集団からなる成熟皐丸としたものであり，分化した各
種の細胞は全く存在しなしミ。我々はこの cryptorchid te s tis に Ste inberger の grid 培養法を適用して，
type A 精原細胞からの分化を検討した。




化した細胞は観察されないが，血清非存在下で 6 日間培養しでも type A 精原細胞は分化する潜在能
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力を保持していた。セファデックス G 200 カラムによる血清の分画から，アルブミンが溶出する分画
に type A 精原細胞の分化を行わせる活性物質が存在することがわかった。
論文の審査結果の要旨
日甫乳動物では in vitro で精原細胞から精子形成の試みがなされているが未だ成功していない。
Steinberger などによる幼若ラット皐丸の培養において， 幼若精原細胞から精母細胞初期までの分化
を in vitro で行わせることができたことが数少い成功例の一つである。
相沢君の研究は Steinberger などの研究にヒントを得て，成熟皐丸での精子形成過程を in vitro で
みることに成功したものである。成熟皐丸の場合は精原細胞から精子に至る精子形成過程の凡ゆる細
胞を含んでいるため，その過程の解析は一見複雑で、困難なように見える。しかし精子形成過程が高温
で障害を受けるという特異な性質をもっているため，停留皐丸 (cryptorchid testis) を用いることによ
って，この困難は解消し，むしろ幼若精原細胞を用いた場合より有利で簡単な系となった。









以上のように相沢君の論文は晴乳類の皐丸形成過程を in vitro で行わせる有利な系を確立し，細胞
の分化について大きな貢献をなしたものであり，理学博士の学位論文として充分価値あるものと認め
る。
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